近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１４クール日報（３月１６日～３月２２日）
	報告日
天気
	３月１９日（火）
曇りのち雨
（気温：０度～１２度）
	報告者
	兵庫県社協　久保
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１４クール：吉村、芦谷、大江、大西、熊代、南、沖野、粟田、田淵、久保

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:00 ボランティア送り出し完了
（徳田、東湊、西湊）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
14:40 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾美術館（３日目）
※撤収日

	
	17:15 終礼
17:50 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:00 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V70名（延べ86名）、現地調査13件（一般12件、現場系0件、キャンセル1件）ニーズ対応23件（うち完了23件、継続0件）］
●マッチング担当
・仮仮置き場の撤収日と並行しての作業だったが、2件追加でマッチングして対応完了することができた。
・バディコムの使用範囲の設定がV活動中に外れてしまい、連絡が取れなくなることが複数ある。使い方のアナウンスを徹底してテストも行いたい。
●資材担当
・バケツ等の資材も購入することができた。
・支援品として軍手1袋（12枚×10セット入り）を18個いただいた。
・1階に設置しているホワイトボードに資材在庫管理表を書いてあったが、2月下旬ごろより情報を更新できていなかった。明日以降、情報を更新して不足がないよう対応する。
●現地調査担当
　・災害Ｖコーディネーター3名、近ブロ2名、丸亀市2名の3班構成で実施。
　・ボランティアが動きやすいように行先を調整して動くことができた。
●仮仮置き場担当
・七尾美術館の撤収作業完了。一部壁材、金属等は持ち帰った。
・仮集積場の分別は担当によって対応がバラバラ。これまで積み上げてきた良し悪しの事実も参考にして、確認しながら分別作業を行いたい。

	今後の主な予定
	●明日3/20（水)の動き
・田鶴浜に仮仮置き場が開設。また明日から3月31日までの一部活動日にパッカー車を仮仮置き場へ導入。
・明日は雪予報が出ているため、天候に注視しながら活動する。状況によっては活動を中断する可能性もあり。
・関ブロBの13クール（静岡県内社協）3名が七尾市に派遣。明日は七尾市VCの動き全体を説明して、明後日以降は引継ぎも行いながら全体のサポートに回ってもらうよう調整。

	調整課題・所感等
	・25日からテント村が運用され、ボランティアの数が倍になると見込まれるが、今後のＶＣ体制をまずは七尾市社協内で検討される。その上で近ブロにも意見を伺いたいとのこと。

	その他
	・車両を持ち込みしたボランティアがガソリンを給油され、ガソリン代無料にしてほしいという趣旨でその領収書を本部で預かった。基本はボランティア活動証明であるピンク色のカードがある車のみ、無料で給油できる。原則持ち込みの車は給油しても無料にはならないので、運転Ｖへの説明時に周知を徹底する必要がある。



